
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動

■ 題テスト（単語テスト）

■

・新出語句の発音練習

・コミュニケーション活動

・グループで本文理解活動

・本文理解を通した文法事項の習得

■ 題テスト（単語テスト）

■

・本文の復習（音読）

・ や を使っての活動

・ の山の標高データを用いて，

表とグラフどちらを用いて表した

ほうが良いかグループで考える。

■

・” ” “ ”

“ ” “ ”

“ ”の代表的な曲を

を使って聴き，感想を述べ合

う。

■ 題テスト（単語テスト）

■

・新出語句の発音練習

・コミュニケーション活動

・グループでの本文理解活動

・本文理解を通した文法事項の習得

・ の売上データを用いて，表と

グラフどちらを用いて表したほう

が良いかグループで考える。

時間 学習内容・主な活動

■ 題テスト（単語テスト）

■

・本文の復習（音読）

・ や を使っての活動

■

・新出語句の発音練習

・コミュニケーション活動

・グループで本文理解活動

・本文理解を通した文法事項の習得

・ や を使っての活動

■ 題テスト（単語テスト）

■

・ を用いて教師が作成した

読解問題を 分間で解く。

・グループで本文理解活動を行い，再

度問題の解答を探る。

■ 題テスト（単語テスト）

■

・本文理解を通した文法事項の習得

■グラフや表を作成するためのデー

タ収集

・好きな教科，好きなスポーツ，好き

な歌手について学級でアンケート

を取り，グラフや表を作成する。

■ 題テスト（単語テスト）

■グラフや表のデータをもとに，その

データから分かることを比較級・最

上級を用いて，表現活動を行う。

■ 題テスト（単語テスト）

■プレゼンテーション活動

■まとめ
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実践例

 指導の実際

本 を通して，単に本文理解をさせたり，

比較級・最上級の文法事項を習得させたりするので

はなく，様々なデータをどのように表すとより分か

りやすく他の人に伝えることができるのか（プレゼ

ンテーションの仕方）を理解させ，実際に生徒らに

英語でアンケートを行い，そのデータからグラフを

作成させ，それから分かったことを英文でまとめ発

表するという活用力を身につけることができるよ

うに構成した。

 以下に本 の指導において特に力を入れ

た事柄について時間ごとに示していくことにする。

【第 時】

全体の導入として，先ず，「とびら」に

ある つの世界地図を見比べると同時に，日本で一

般的に販売されている世界地図やインターネット

上から様々な地図を検索し，オーストラリアを中心

に描かれている地図などを生徒に提示し，「どのよ

うな違いがあるのか」「どのような用途に使われる

のか」についてグループで討議させた。また，グラ

フや表についても多くの種類を提示し，この

において物事を比較するときに必要な英

語的文法表現について学ぶことはもちろんのこと，

相手に分かりやすい最適な提示方法について学び，

活用できるようになることを意識させ，定着させる

ことを意識して授業を行った。

【第 時】

異文化理解という視点からアメリカ国民がどの

ような音楽を好むのかについて，教科書に掲載され

ている生徒に馴染みの薄い” ”“

”“ ”“ ”“ ”

の代表的な曲を を使って聴かせ，日本の

との曲調の違いに気付かせるとともに洋楽

への興味関心を抱かせるようにした。事前に生徒に

それぞれのアーティストを知っているか尋ねたが，

知っている生徒は少なく，知っている生徒も保護者

がファンで，聴いたことがある程度であった。

 生徒らは，単に教師が授業を行っても毎時間目を

輝かせて授業を受けるとは限らないので，興味関心

を抱かせるという観点からはとても有効な手段で

あると考える。また，生徒に馴染みのない歌手らの

売上げランキングが教科書に出てきても，軽く「あ

っ，そうなんだ～。」と思うだけで，記憶に残る授

業とは言えない。私の受け持つ生徒には英語を苦手

とする生徒が多いが，音楽に興味があるという生徒

は意外と多い。英語を苦手とする生徒の関心や意欲

を高めつつ，記憶に残る授業を つでも作りたいと

考えながら授業を構成することは大事であると考

える。

 の動画を生徒に見せるということは，

インターネット環境や生徒に見せるためにプロジ

ェクターとスクリーン，もしくは大型テレビが必要

になってくるが，本校では，有線 の環境及び

各教室に大型テレビが備え付けられている。ただ，

パソコンを授業時に教室に運んで行くことが面倒

でもあり， の調子によっては見られないという

問題が発生する可能性もあるため，私は，

に生徒に見せたい動画を からダウンロー

ドし，オフラインで見せられるようにしている。授

業における を含めた効率の良い 機器の活

用もより深く研究を進める必要があると考える。

また， の山の標高データは，表を用い

ているが，これをグラフにした場合，発表の聞き手

側は，理解しやすいかどうかを実際にグループでグ

ラフを作成し検証させた。

【第 時】

 でも同じように検証させたが， でも

売上データを用いて，表にした場合，発表の聞き手

側は，理解しやすいかどうかを実際にグループでグ

ラフを作成し検証させた。

 この第 時と第 時の活動の比較により，用途に

応じて表とグラフの使い分けをすべきことを体得

させるように手立てを講じた。比較させ考える時間

を設けることで，生徒も楽しみながら学べたという

感想が多かった。このような活動は，「英語を学び
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ながらその英語を通して物事の表現の仕方を学ぶ。」

という思考表現力や活用力を生徒に付けさせる有

効な手立ての つであると考える。

【第 時〜第 8 時】

 グラフや表を作成するために「好きな教科」「好

きなスポーツ」「好きな歌手」について学級でアン

ケートを取り，グラフや表を作成させる。そのグラ

フや表のデータをもとに，それから分かることを比

較級や最上級を用いて，表現活動を行う。その後，

プレゼンテーション活動ができるように発表原稿

を作成し，その原稿を見ないで発表を行う練習をグ

ループ内で行わせた。これらの活動により，学習し

た英語をより実践的に使えるように構成した。

 本校における指導の重点

指導計画上の「学習内容・主な活動」に記してあ

る各時間で取り組んでいる本校の指導の重点につ

いて以下に説明する。

ア 「 題テスト」（資料 ）について

  帯活動の一環として，同じ 個の単語を 回

繰り返しテストするというもので，自宅で練習を

すればするほど目に見えて結果が向上するとい

うものである。そのため自分の学習成果がすぐに

フィードバックされる。また，お互いライバル意

識を持ち友達と競い合うこともでき，ゲーム感覚

で学習に取り組めるものである。この活動は，本

校の研究主題でもある「意欲的に学習にとり組む

生徒の育成」を目的としている。

また，本校では，基礎的・基本的事項の定着お

よび学力向上のために ， 年生を対象に英語と

数学において，「月末テスト」（資料 ）を実

施している。この月末テストは， 題テストと

完全にリンクしており，日頃，一生懸命覚えた英

単語や基本的英作文から単語 個，英作文（並

べ替え） 文を出題し， 分間の解答時間で解

くものであり，学年朝会で表彰も行っている。定

期テストではあまり点数が獲れない生徒も， 度

見たことのあるものから出題されるため熱心に

取り組む生徒も多い。

イ 「英語で聞いて，英単語を答える」について

（資料 ）

  この活動は，「 題テスト」に付随するもの

である。昨年度末から中学生では馴染みのない

「英英辞書」の活用方法は何かないだろうかと考

えていたところ，京都教育大学京都小中学校の研

究授業に参加する機会があり，丁度その授業の中

でも「生徒に思考させる」という観点から単語テ

ストに活用していた。そのことをヒントに本校で

は， 題テストに出題している英単語の意味を

英語でも提示し，感覚的に意味を掴ませるように

年次の 月下旬から取り組み始めたところであ

る。この活動を始める前は，本校の生徒にはレベ

ルが高すぎるのではないかと懸念する声もあっ

たが，始めてみるとそのようなマイナス的なこと

は全くなく，現在ではゲームができるまでになっ

た。活動内容としては，「教師が英単語の意味を

英語で言い，それを生徒が聞いて，英単語を答え

るというもの」である。ただ，意味の中には未習

語も多くあるため，生徒の負担過重にならないよ

うに新しい 題テストを配布する際に，それぞ

れの意味の中で生徒が分かる単語をキーワード

としてしっかりと提示し，感覚的に覚えるように

促す必要がある。この活動を通し，教師， の

英語を聞いて理解し，自ら考え，単語を推測する

力が付くのと同時に，月末テストにも表記してあ

る英語の意味から英単語を答えさせる問題を出

題していることから英語を見て理解する力が付

くと考えられる。授業の中では，苦手な生徒に対

しては，周囲の生徒が助ける姿も見られている。

使用している英英辞書については，京都教育大学

京都小中学校の授業研究で「

」を使っているということであ

ったので，持ち運びのことなども考え， のア

プリ版を本校では使用している。

ウ 「教科書の音読」について

特別なことは行っていないが，先ず教師が範読

として読むスピードを「遅い→ナチュラルスピー

ド→やや速い→とても速い→ナチュラルスピー

ド」と変化させて読み，そのスピードで後に続け

て読ませるようにしている。その際，「遅いとき」
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と「ナチュラルスピード」の際に単語の発音は言

うまでもなく，「単語と単語の音のつながり」や

「抑揚・強勢」についても説明するようにしてい

る。

また，一斉で音読練習をさせる際に声が小さい

場合などにペア活動として，「 冊の教科書を使

い，じゃんけんをさせ，負けたほうがその教科書

をあごに当て，勝ったほうが英文を相手に伝わる

ように読み上げ，その読まれた英文を負けたほう

が英文を見ずに復唱する。」という活動をしてい

る。この活動をすることで聞き手は相手の英語を

しっかりと聞かないと復唱できないため，読み手

は自然と大きな声になる。そしてこの活動後に一

斉に音読をさせると不思議と大きな声で音読す

るようになり，効果が期待できる。

エ 「グループでの本文理解活動①

「日本語の穴埋め」」について

  本文理解をさせる際に，英語が苦手な生徒も話

し合い活動をするなかで，お互いの考えを述べ合

いながら教科書本文の日本語訳の穴埋めを行わ

せるものである。この活動は，「思考・表現力を

高める学習指導の改善」と「生徒にコミュニケー

ション能力を高めさせること」を目的としている。

昨年度は，自宅での予習の際にノートに新出語

句の意味調べと，教科書本文を写し日本語訳まで

させるようにしていたが，英語が得意な生徒は，

日本語訳までできるが，苦手な生徒は全く手を付

けず授業を受けている状況があった。そのため，

昨年度末に試行的に現 年生の一部には実施し

ていたが，英語が苦手な生徒も苦痛なく興味をも

って英語の授業に取り組む姿があったので，今年

度から本格的に始めたものである。

  この活動では，お互いの考えを述べ合い，英単

語の直接的意味を日本語に変えた場合，どのよう

な日本語が適切か考える必要があるため，女子が

得意とする分野であると考える。もっと男子も自

分の意見を積極的に述べられるように高めてい

く必要があると思われる。

オ 「グループでの本文理解活動②

「長文の問題解き」」について

生徒にとって最も苦手とするものが，長文問題を

解くことである。本学級の生徒の半数がアンケート

の結果から苦手としていることが分かる。鹿児島県

公立高等学校入学者選抜試験の英語の問題におい

ても平成 年度から問題傾向が変わり，これまで

の 語前後の長文読解問題に加え， 語程度の

対話文の文脈完成問題， 語程度のスピーチや

語程度の体験談を読んで文脈をとらえる問題が

出題され，これまで以上に短時間で長文を読んで内

容理解ができなければ問題に太刀打ちできない状

況になってきている。このことから授業の中でこれ

まで以上に長文読解力を付けなければならないと

いう観点から，どのような内容が書かれているのか

ただ理解させるのではなく，単元ごとに教科書の長

文から問題を作成し，その問題を解かせ，より実践

的な力を少なからず授業を通して生徒に付けてい

く必要が出てきている。しかし，長文問題が苦手な

生徒に単に問題を解かせ，解答合わせをしても実践

的な力が付くわけではないと考えるため，以下のよ

うな つの手法をとり，授業を進めている。生徒の

苦手な理由も分かるが，取り組みを継続させ，繰り

返し行う中で，生徒の力を高めていかなくてはなら

ないと思う。また，そうすることが塾に通っていな

い生徒や通うことのできない生徒への進路保障に

も結果的につながると考える。

≪手法≫

① 分間で解かせる。

② 指示代名詞が具体的に何を示しているか答え

させる問題を作る。

 ③ 英問英答の問題を作成する。

 ④ 自分自身の考えを答えさせる問題を入れる。

 ⑤ 分が過ぎた後は，グループ活動を行い，

それぞれの解答を消させないで，グループ内

で解答を見つけさせる。

⑥ グループ内で日本語の穴埋めプリントを行い，

ある程度の内容を理解させたうえで再度，⑤

で討議した解答について確認させる。

 ⑦ 教師と一緒に音読練習をするとともに，内容

理解をし，解答を確認する。
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 本校における授業設計の視点

オールイングリッシュ授業の取り組み

新学習指導要領が 年から実施され， 年

から先行実施される予定である。また，中学校にお

ける英語の授業は，「英語で行うことを基本とする」

と文部科学省が『グローバル化に対応した新たな英

語教育の在り方』のなかで示している。そのため教

師側がオールイングリッシュの授業に慣れておく

ことと，現在３年生が卒業し，高校へ進学した際に

は，すでに英語で授業が行われていることを考え，

本校では英語で授業を行うことを基本として本年

度から取り組んでいくことを教科内で共通理解し，

授業で英語を使うことを積極的に推進している。生

徒を取り巻く英語教育の現状について生徒にも伝

え，意欲をもたせるようにしている。生徒らは，オ

ールイングリッシュの授業に最初は戸惑いながら

も，教師が何を言っているのかと集中して聞き取ろ

うとする姿に変容している。英語で授業をすること

は大変なことではあるが，時代の流れであるので，

我々教師が早く考え方を変えて実践する必要があ

ると考える。

ア 題テストの例（資料 ）

イ 「英語で聞いて，英単語を答える」の例

（資料 ）


